
   ちりが積もって、大きな善意の山ができました 

 

 生徒会の学級委員会では、ペットボトルキャップを集め、発展途上国の子ども達のワクチン代と

して寄付する取組を先週までの１ヶ月間、行っていました。目標は、『学校全体で１００㎏達成』で

した。これを聞いて、私は正直なところ「達成は難しい」と思っていました。１００㎏達成のため

には、キャップ約５万個分を集めないといけないそうです。仮に全校生徒を５００人として計算す

ると、一人当たり１００個となります。多くの人がペットボトル飲料を飲みますが、一人で１００

本飲むのは、なかなか難しいことです。４人家族として計算しても、一人当たり５０本を飲まない

とクリアーできません。１日１本飲んでも２か月弱かかります。以上のことから内心、私は「いく

らなんでも１００㎏達成は難しいだろう。ただし、目標が何もないより、具体的な目標を掲げる方

が集めるモチベーションが高まる。実現可能ラインより、少し上の目標値を設定すると、皆、頑張

れる。だから目標を１００㎏に設定したのかな」と思っていました。 

 そして、２７日の朝、校内放送で結果発表がありました。その結果はなんと、全校で 111.4 ㎏

集まったそうです。これは約 55,700 個分のキャップだそうです。この結果には本当に驚きまし

た。西中生徒の皆さんと各ご家庭で地道にキャップを集め続けたのだと思います。キャップ１個は 

たった２ｇ程度の小さなものですが、それを皆で集めると、大きな大きな山が出来上がるというこ

とに改めて驚かされました。西中生徒とご家庭の善意のパワーに敬意を表します。 

 この善意の山によって、約６４人分のポリオワクチンが準備できます。生徒会活動で、このよう

な素晴らしい活動をしていることを誇りに思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


